












「ハ イ ピ ァリァ ン」 と 「ハ イ ピァ リァン
の没 落」 の同一性 と差 異性
(3)「ハ イ ピァ リァ ン」独 自の詩 行 につ いて一 その1
安 藤 幸 江
は じめに
「ハ イピ ァ リァン」 と 「ハ イ ピァ リァンの没落」の同一性 と差異性 とい う
題 目で,(1)テ ーマ につ いて,(2)共 通 の詩行 につ いて その1か らそ
の5ま ℃ 書 いて きました。1)本稿 では「ハ イ ピァ リァン」独 自の詩行 につ
いて論議 し ます。 限 られ た紙 面では独 自の詩行 の全部 は検 討 でき ませ んの
で,第 二巻,1-166行まで とします。便宜上,二 節 に分 け ます。
1
「ハ イ ピァ リァ ン」第二巻 ,1-100行
ここはサ ター ン,ス ィーア,ハ イ ピァ リァン以 外の傷 つ いたタ イタン達
とサ ター ンの妻,シ ビ リーが没落 の苦 しみ に もだえてい る ところです。
本題 に入 る前 に シビ リーにつ いて述べ ます と,彼 女 は オプス(Ops)や
レア(Rhea)と 同一 視 され,サ ター ン の妻で あ り,タ イタン達 とは き ょ
かしら
うだいです 。 さ らに ジュ ピター を頭 とす るオ リンボス の神 々の母 です。 そ
して彼女 は神 々の母,大 地,テ ラス(Tellus)あるいはガ ィア(Gaea)と
区別 され るものです。 キー ツは シビ リー とテラス を区別 している箇所 もあ
りますが(第 二巻,54行 と78行),混同 して い る所 もあ ります 。た とえば,
第二巻,389行目,"SaturnsatnearthemotheroftheGods"。この"the
motheroftheGods"は神話 本 来か ら言 えば,テ ラスですが,キ ー ツの文
脈 か らすれば,シ ビ リー に とれ ます 。 また,第 二巻,4行 目"thebruised
Titans"と書 き直 され る前 は,"herbruisedchildren"とな ってい ました。
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"herbruisedchildren"はタイタン達 なの ですか ら,"her"とい うの はthe
motherofTitans・で,テ ラス とな ります 。こ うい うシ ビ リー とテラスの 混
同は どこか ら くるの で しょ うか 。それは昔か ら混同 して解釈 されて きたか
らです。M.ア ロ ッ トは ボー ル ドウ ィンを引 き合 いに 出 してい ます。
The wife of Saturn is various called Ops and Rhea, and  Cybele  . . . 
she also sometimes bears the name of her mother . . . like her 
she seems likewise to be the Earth, and . . . was invoked by the 
appelations  of  . . . Magna  Mater  . . . and Mother of the Gods 
(40-1) 2)
こ うい う混同 はローマ の作 家達 か らエ リザベ ス朝時代 の文 学に受 け継 がれ,
キー ツの知 る ところ となった よ うです3)だ か らキーツ の混 同 も無理 か ら
ぬ こ とです 。 しか し,「没落」 の方 で は,シ ビ リー をサ ター ンの妻,ジ ュ
ピター の母,ダ イ タン達 の きょ うだ い とは っき りさせ てい ます。
Moan,Cybele,moan;forthyperniciousbabes(1,425)
さて,タ イ タン達 の いる場所 の描 写ですが,「 光が ささない」 とい うと
ころを"wherenoinsultinglight/Couldglimmer"と言 っ て い ます 。
これ は ミル トンの 『失楽 園』 第一巻,181-3行の影響が あ ると指摘 されて
い ます。4)そこでの ミル トンの表現は,
The seat of desolation, voyd of light, 
Save what the glimmering of these livid flames 
Casts pale and  dreadful  . . .
と,"voydoflight"とい う平 凡な表 現です 。キーツの"noinsulting
light"とい うのは非常 に簡 潔で要 を得 た描 写で,仲 間だけが集 まって苦 し
む場 面に はふ さわ しい と思い ます 。
光 はない のですが,互 いの呻 き声 が聞 こえない程の凄 い滝 の音が して い
ます。
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           the solid roar 
Of thunderous waterfalls and torrents hoarse, 
Pouring a constant bulk, uncertain where. (7-9)
何千 もの滝 の音 が集 まって出す音は まるで大 きな塊 の ように感 じられ,そ
れ が"solidroar"とい う素晴 しい表現に なったの で しょう。"solid"をσ
E.D.で引 いてみ ます と,
Of clouds, the atmosphere,  etc.  : Having the appearance of a solid 
or unbroken, mass; dense, thick, compact. 
Of states, conditions,  etc.  : Characterized by solidity or compactness. 
Of rain,  etc.  : Steady, drenching; continuous, also, of a day: Char-
acterized by rain of this kind.
塊 の よ うな感 じと絶 え間 ない というのが合 わ さったよ うな意味 にな ってい
る と思 い ます。 同 じよ うな"solid"の使 い方 が彼の 厂アポ ロによせ るオー
ド」5)にも見 られ ます。
               their adamantine lyres, 
Whose chords are solid rays and twinkle radiant fires. (5-6)
キー ツ と友人のチ ャール ズ ブ ラウンは1818年6月25日か ら徒 歩旅行 に
出か けま した。湖水地 方 を通 り,ダ ンフ リー ス を抜け,7月6日 には北ア
イルラン ドに行 きま した。 その後ス コッ トラン ドに戻 り,ロ バー トバ ー ン
ズの生 まれ故郷 を見,ア ール 川や ドウー ン川 奪見,高 地 を渡 り,ヘ ブ リデ
ィー ズに行 き,最 後8月6日 にイ ンヴ ァネス で終 りま した 。42日間,642
マ イルの旅 で した。6)この旅 で彼 は ロ ドル の滝(theFallsofLodore)を
見 ま したが,湖 水地 方に来 るまで滝 を一度 も見 たこ とが あ りませ んで した。
従 って,滝 を見 た時の キー ツの感動が とて も大 きい もの であった ことが想
像 され ます。 「ハ イ ピァ リァン」 の当該 箇所 の イメー ジはこの旅行 で見 た
滝の姿が増幅 されて で きたので し ょう。キー ツはアムブ レシ ドのス トッ ク
ギル フォー ス(StockGhyllForce)を描 い て次 の よ うに言 って います。
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. . .  we  . . . saw it streaming  down  . . . to the depth of near 
fifty feet . . . the water was divided by a sort of cataract island 
on whose side burst out a glorious  stream—then the thunder and 
freshness. (Letter to Tom Keats, 27 June 1818)
さ らに,フ ィンガル の洞窟の水 の音 も印象深か ったよ うです。
At the extremity of Fingal's cave, there is a small perforation into 
another cave, at which the waters meeting and buffetting each other 
there is sometimes produced a report as of a cannon. 
                       (Letter to Tom Keats, 26 July 1818)
そ して タイ タン達が居 る所 は ごつ ごつ した岩場です。 これは又,湖 水地
方 とス コ ッ トラン ド旅行 の記憶か ら生 まれ ました。1818年8月に登 ったベ
ンネ ビス(BenNevis)をと り囲む岩場 につ いてキーツは次 の よ うに言 っ
て い ます。
Talking of chasms they are the finest wonder of the  whole—they 
appear great rents in the very heart of the mountain though they are 
 not  . . . but other huge crags arising round it give the appearance 
to Nevis of a shattered heart or Core in  itself  — These Chasms are 
1500 feet in depth and are the most tremendous places I have ever 
seen. (Letter to Tom Keats, 3 August 1818)
彼 らが坐 して い るのは玉座 ではな くて,固 い石 です が,こ こに も湖水地方
での印象 が その下敷 となってい るよ うです。ア ムブル シ ド(Ambleside)
の風景 につ いて次の よ うに手 紙の 中で書 いて い ます 。
What astonishes me more than any thing is the tone, the coloring, 
the slate, the stone (Letter to Tom Keats, 27 June 1818)
この光 もな く暗い,滝 の音ばか りする岩場 に全ての神が集まっているの
ではな くて,次 にあげる神々は暗い土牢の中に閉 じこめられていました。
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それ らの名 を簡単 に註釈 をつ けてあげてみ ます と,ま ず コイオス(英 語 で
はCoeus,ギリシャ語 ではKofos),彼は フ ィー ビー(「輝 き」?)と 結婚
して,間 に アス テ リァ(「星空」)と レー トー とい う二人 の娘 を儲 け ま した。
この レー トーは後 にゼ ウス(ジ ュ ピター)の 愛 を受けて,ア ポロ とア ルテ
ミス とい う有力 な二柱 の兄妹神 を生 み ます 。次に,ギ ュゲース(Gyges),
百の腕 に,五 十の頭 を持つ 巨大,か つ,強 剛無比の怪 人。ブ リア レオース
(Briareiis),ギュゲー ス と同 じく百腕 の怪 人。百腕 の怪人は三 人お り,も
う一 人は コ ッタス(Cottus,後出)で,三 人 あわせ てヘ カ トンケイ レス と
言 い ます 。
さらに,タ イフ ォン(Typhon),台風 は,彼 が起 こ し,暴 風 の名 です。
ギ リシャ神 話に よれ ば,タ イ タンー族 を天か ら追 い落 して,タ ル タロスに
押 しこめ,ジ ュピター兄弟 の統 治は確立 された よ うに見 え ましたが,大 地
ガイアは 自分 の産ん だ,タ イタ ンらが地底 に幽閉 され た ことに心安か らず,
多 くの巨人達 を産み 出 して,ジ ュ ピター兄 弟の主権 を脅 かそ うとしました。
これには い ろん な種 類の もの,性 質 の ものが混 って い ますが,一 般 に包括
して,ギ ガ ンテス(Gigantes)と呼 ばれ ます 。英語 のGiantsはこれ に由
来 したものです 。当該 の タイフォンは大地の末子 で,
彼は大地 の産んだすべ ての巨大な子 たちの中でも,体 において も力
において も,とびぬけていた。その背丈はどの高山よりも高 く,頭髪は
星に触れるほどだった。その両腕を開いて延ばす と,一方は東の涯に,
他方は西の涯に達 し,肩か らは百の蛇形 をした頭が生 えていた。腿から
下は巨大な毒蛇の とぐろを巻 くごとく,動 くたびにしゅうしゅう鳴った。
その上,全 身に羽根が生えていて,頭 と顎からは長髪が風に靡 き,眼か
7)ら火を放ち
,百の恐 ろしい頭に具わる口は種々 さまざまの轟音 を発 した。
ドー ラ,彼 女 は,タ イ タ ン で も ギ ガ ン テ ス で も あ り ま せ ん が,EDeセ リ
ン コ ー ト に よ れ ばAuctoresMythographiLatini(ed.VanStaveyen,
Leyden,1742)のP.3に"exfEthereetTerra,Dolor,Dolus,Ira,"とい う
の が あ り,こ の 書 物 を キ ー ツ は1819年に 所 持 し て い た こ と を コ ル ビ ン が 証
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明 してい るそ うです。8)Oル フ ィ リオー ンは 巨 人軍 の統領 で した。
又,さ まよ って いた神 々 もいま した。ニー モ ジニー(Mnemosyne),記
憶 を意 味 し,ジ ュピターの愛 を受 けた タイタン族 の一 人で,頭 髪の 美 しい
女神 です。 この女神が タイタンの 中に加 わ ったのは,悠 久の昔 よ り,す べ
ての人間社会 の伝 統,す なわ ち文化 を伝 える者 として であ りました。 そ し
て彼女か らは,詩歌学芸 の司である九人の ミュー ズ達 が産 まれ ま した。 さ ら
にフ ィー ビー(Phoebe),前出の コイオスの妻 で,ア ス トリア とレー トー
の母,す なわ ち,ア ポロ とアル テ ミスの祖 母 です 。
しか し,上 述 以外の大部分 の神 々は,こ の岩場 を隠れ場所 として い ま し
た。 そ して キーツは一 人一 人の神 々の名 をあげて,い か なる姿 をして苦 し
んで いるかそ の有 様 を各 々描 写 してい ます。名 をあげ ます と,ま ず クレイ
オス(Creus),彼は 「海」 ポン トスの娘,エ ウ リビァー を娶 り,間 にア ス
トライオス(「星空」),パラー ス(冥 界の 河,ス チ ュ クスの夫 とな る)お
よび,ペ ルセー ス(ヘ カテの父)の 三 人の息子 を儲 け ました。
ア イアペ タス(lapetus),ネーレイスのエ イ シャー,あ るいは ク リミニ
ー,一 説 では姉妹 に当 るテ ミス を妻 とし,間 にア トラー ス,プ ロメ テウス,
エ ピメテウス,お よび メ ノイテ ィウス を儲 け ました。 コタス(Cottus),百
腕の怪人 。エ イシ ァ(Asia),前述 ア イアペ タスの妻,海 神 オー シェイナ
ス とテテ ィスの子 で,プ ロメテ ウスの母 。 キー ツが ここで 彼女の母 として
い るカー フは コー カサ スにある山の名 で,彼 は,ア ジア大陸の名称 とな っ
たエ イシアの母 として カーフ を造 り上 げた よ うです 。9)ホープ,希 望 はヘ
シオ ドス の 『仕事 と日々』 に伝 え られ るパ ン ドー ラのか め(手 筐)に 最後
に残 った もの として よ く知 られますが,キ ー ツが ここで述べ て いるのは,
それ とは違 って,タ イ タン族 の一 人の よ うにされて います 。そ してここに
io)は
,む しろ聖 書 におけ る希望 のイ メー ジが 入 って いる ようです。
エ ンセ ラダス(Enceladus),大音 響 をた て る もの の意 で,ギ ガ ンテス
の中でm力 が強 く,狂 暴 で彼 らの頭分 です。 ア トラス(Atlas),アイァ
ペ タス とエ イ シア,あ るいは ク リ ミニー,あ るいはテ ミス との子 。 「穹窿
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の支柱の 番 人,あ るいは 自 らその肩に天 を支 え る巨入 。 しば しば美術 や文
学に も現 わ れ る。古 くはア ルカデ ィアの,一 般 には世 界の西の涯 に連 な る
高 い山が,虚 空 を支 え る巨人 と見立て られ た もの であ ろ う。オ ヴ ィデ ィウ
ス はペ ルセ ウスが例 の ゴル ゴンの首 をさしつ けて この 巨人 を岩 とし,そ れ
以来 山脈 とな った として いる。す なわち,ア フ リカ西北端 に連 なる山脈 名
11)とな り
,大 西洋 をAtlanticOceanとい うの も彼 に 因 んでい る」。
フォル カ ス(Phorcus),海神 で,ポ ン トス(海 神)と テラスの息子。妹
のケー トー と結婚す るが,そ の間に生 まれ た子 とい うのは,ほ とん どみな
恐 ろ しい怪 物ばか りです。 それ らは地上 の各地方 に 占拠 し,人 畜 を悩 まし,
後 に神々や 英雄 たちに殺 され,あ るいは征 服 され ます 。 た とえば,エ キ ト
ナ,ス キュ レー,セ イレー ネス,グ ライアイ,ゴ ル ゴー ン達 です。
オー シェ イナ ス(Oceanus),世界 をと り巻 く大河,大 洋 の神格化 で,彼
は次 に出 るテテ ィス を妻 として,多 くの子 を持 ってい ま した。息子 として
は その数三 千 に余 る河 々の神 とオー ケニアデ ス 「オー ケア ノスの娘 たち」
が あ り,そ の数 は三 千 です。 その中ではア イアペ タス の妻 といわれ る ク リ
ミニーや エ イシ ャな どが 有名 です。
テ ミス(Themis),彼女 は 「置 き定め られ た もの,掟,法 」 の義 で,ジ
ュ ピター と結婚 しま した。 この結婚 か ら,季 節 の女神 た ち,秩 序 の女神,
運 命の三女神 等が生 まれ ま した。
キー ツ は これ らの 神 々 につ いて,様 々 な 本か ら学 び ました。た とえば,
Lempriere,Baldwin,サンデ ィズ訳 のOvid,Metamorphosis,ヘシオ ド
ス のTheogony,ヒギナスのFabulae,ロンサー ルのAMicheldel'Hospi-
12)これ らの書 物の描写 をその まま とい うよ りは
,キ ー ッな りにtalです。
そのイ メー ジをふ くらませ た と思われ ます 。 キー ツが 彼の知 る限 りの神 々
の名前 を並 べ,ま るで神 々の名の羅列 とも言 え るこの箇所 の陰鬱 な描写 は,
読 者 には余 り魅 力的 ではな い ものですが,後 に彼 らの前にサ ター ン,そ し
てハ イピァ リァ ンが現 われ るこ とを考 えれば,重 要な場面 であ り,省 くこ
とので きない ものです。
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こ の 中 で,33-38行 の 描 写,
Scarce images of life, one here, one there, 
Lay vast and edgeways; like a dismal cirque. 
Of Druid stones upon a forlorn moor, 
When the chill rain begins at shut of eve 
In dull November, and their chancel vault, 
The heaven itself, is blinded throughout night.
は,M.ア ロッ トも指 摘 して いる よ うに,1818年6月29日ケスウ ィッ クか ら
弟 トムに あて た手紙の 中に見 えるDruidTempleの影 響が感 じられ ます。
we . . . set forth . . . on the Penrith road, to see the Druid 
temple the prehistoric stone circle at Castlerigg. We had a fag up 
 hill  . . . near dinner time, which was rendered void, by the  gratifi-
cation of seeing those aged stones, on a gentle rise in the midst of 
Mountains, which at that time darkened all round. 
                          (Letter to Keats, 29June 1818)
この よ うに第二巻 冒頭 の部分 には,ス コッ トラン ド ・湖水 地方へ の徒 歩
旅行 で得 られ たものが何 度 もうま く取 り入れ られて います 。そ して83-100
行 では この神々の苦 しむ隠れ場 にサ ターン とス ィーアが来 たこ とが述べ られ
ます 。 ス ィー アはサ ター ンの顔 に絶望、の色 を見 ます。
2
「ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」 第 二 巻
,101-166行
我々人間にあって,心 に重荷 を抱 く人は,同 じような心の傷 を持つ人々
やかた
の居 る悲 しみ の館 に近 づ くと,自 己の苦悩 をさ らに深め るものですが,そ
の よ うにサ ター ン も悲 しみ に満 ちた これ らタイタン達 の隠れ家 に踏み入 る
と気が遠 くな るよ うに感 じました。 キー ツは これ までに も,神 々の ことを
述 べ るの に 人 間 に譬 えて い ます。 た とえば,ハ イ ピァ リァンが没落の恐
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怖に震える所,
     as among us mortals omens drear 
Fright and perplex, so also shuddered he — (Hyperion  I  , 169-70)
な どです。
こ うして サ ター ンは気 が遠 くなったのですが,エ ンセ ラダスの眼に 出会
うと元気 を取 り戻 して,タ イタン達 に 「お まえ達 の神 を見 よ」 と叫び ます 。
これに対 して タイ タン達 のあ る者は呻 き,あ る者 は驚いて立 ち上 り,あ る
者 は叫び,あ る者は 泣 きますが,皆,尊 敬 の念に頭 を下 げ ます。
これ らタ イ タン達 の間に,冬,松 の林 を吹 く風 の ような ざわめ きが起 り
ます 。 キー ツは音に敏感 で,特 に この ような木立 を抜け る風 の音,聞 こえ
ては消 えて ゆ く風の音 の描写に鋭 い ものが あ ります 。又,サ ター ンの声 を
オル ガ ン に譬 えて い ます が,オ ル ガ ンの 調べ が 空 気 を銀 色 に震 わせ る
("Leavethedinnedairvibratingsilverly"),と非常 に・キーツ ら しい表現
を使 ってい ます 。彼 に とって,オ ルガ ンは じめ楽器の音色 は銀色の イ メー
ジの よ うです 。例 をあげてみ ま しょう。
A trumpet's silver voice. Ah! it was fraught Calidore 55 
The silver strings of heavenly harp atween Early Hour 5 
The earnest trumpet spake, and silver thrills Endymion 4, 197 
The silver, snaring trumpets 'gan to chide St. Agnes Eve 4, 4 
A silver trumpet Spenser blows Ode: Apollo 6, 1
ここ129行か ら166行まで はサ ター ンの 言葉 ですが,ど うして タイ タン達
が没落の憂 き 目を見 て いるのか,そ の理 由がわか らない と言 って い ます。
まずは 自分 の胸に 聞いて もわか らな いのです。
次に原初 の予 言の本 を見て もわか らないのです。 こ こ133-138行に,M.
ア ロ ッ トは次の よ うな註 をつ けてい ます 。
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An imaginary book existing from the beginning of time and record-
ing the first stages of the evolution of the world. The description 
 "spirit-leaved" probably derives from allusions to the Sibyline pro-
phetic books encountered in  K.'s reading, for example, Virgil's 
Aeneid iii 443-4, 
      insanam vatem  aspicies, quae rupe sub  i  ma 
      fata canit foliisque notas et nomina  mandat . . 
 (` . . . thou shalt look on an inspired prophetess, who deep in a 
rocky cave sings the Fates and entrusts to leaves signs and  symbols  .
. . '  [Loeb  edn]  .)13)
ここで言 う"insanamvatem"とい うのは,Siby1あるいはSibyllaのこ と
です。キー ツの言っている書 物は この世 の初 めか ら存在す る本 です が,これ
は"Sibyllinepropheticbooks"に彼が 言及 して生 まれた ものだ,と彼女 は
指摘 して います 。将 にそ うなの で しょうが,"Sibyllinepropheticbooks"
とい うのは どんな もの で しょ うか。The()xfordClassicalDictionaryをひ
きます と,
Sibylla. This word of uncertain etymology appears first in Heraclitus, 
and was early used as a proper name. As a single prophetic female 
the Sibyle (e. g. Ar. Pax 1095. 1116). As a single prophetic female the 
Sibyl was variously localized, and legends of her wanderings account 
for her presence at different spots, but as early as Heraclides Ponticus 
she became pluralized, and there after we find two, three, four, five, 
six, or ten Sibyls, in different and somebearing individual names, 
since the term Sibyl had now became  generic  . . . 
 The ecstatic character of Sibylline prophecy is described by Virgil, 
Aen. 6, 77-102. The content of such utterances was early reduced to 
written form, in Greek hexameter verses, the genuineness of which 
was often guaranteed by acrostics. They were originally, in the case 
of the Cumaean Sibyl, inscribed on palm-leaves collections of these 
verses were made for later consultation . . . After these Sibylline 
Books had been destroyed in the burning of the Capitol in 83 B. C.
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a new colletion was made from various sources to replace  them  . .. 
The influence of Jewish and Christian interpolations, however, con-
bined with the prophecy of the Cumaean Sibyl in Virgil's Fourth 
Eclogue to give to all the Sibyls a position in Christian literature and 
art somewhat similar to that accorded the Old Testament Prophets.
元 来の ギ リシャ神 話に ないこの よ うな予言 書 を作 り出 した こ とはこの詩に
広 が りと巾 とを持 たせ てい ます。 キー ツに よれば,神 々が存在す る前に,
"spirit"がい たの で しょうか。 嘲
この予 言書 の中に もど うして タイタン族 が没落す るのかが書 いていな い
と言 い,さ らに139行 目か らは,
Not there, nor in sign, symbol, or portent 
Of element, earth, water, air, and  fire— 
At war, at peace, or inter-quarreling 
One against one, or two, or three, or all 
Each several one against the other three 
As fire with air loud warring when rain-floods 
Drown both, and press them both against earth's face, (139-44)
ここで四元 素の しくみ の 中に も見い出せ ない と言 って います。M.ア ロ ッ
トは,ここの註 で,こ れ は ミル トンの 『失楽 園』第二巻,898-900(キー ツが
読 ん でいた ミル トンの本に はこの箇所に印が してあ ります)の 影響 に よる
と述べ てい ます。
 
.  . . hot, cold, moist, and dry, four Champions fierce 
Strive here for Maistrie, and to Battel bring 
Thir embryon  Atoms  . . . (Paradise Lost II, 898-900)
確か に,こ の詩行 は キー ツのWelcome/oyandWelcomeSorrowのモ ッ ト
ー とな って います。 な るほ ど彼は直接 には ミル トンの詩 か らこの表現 を思
いつ いたか もしれませ んが,世 界が熱 い もの と冷 たい もの,湿 った もの と
乾 いたものが互 いに抗争状 態 にある とい う認識 は,遠 く紀元前 四世紀 の ギ リ
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シ ャにお いて も行われ てい ま した。 タレス,アナ クシマ ン ドロス,アナ クシ
ヌス らイオニ ア 自然哲学者 です。 そ してエ ンペ ドクレスが地水 火風 をこの
世 の始 源 と言 い出 しま した。
「まず 聞け,万 物 の四つ なる根(リ ゾー マ)を,輝 くゼ ウス,命 もた ら




「これ は ほか の個 所 で,彼 自身が 言 って いるよ うに,'火,水,土(大
地),空気 の四元であ り,古代 末期の あ る学者の解釈 して いる ように,彼
の始源 であ る。パ ル メニデ スの一者 は まず四つの始源 に分裂 して しまっ
た。現 象の 多 を説明す るために。 しか し現 実の 世 界 は さ らに,『 これ ら
四元 は常 住交 替 し,や む ときな し。 ときに愛(ピ ロテース)に よ り万物
一 に帰 し,と きに争 い(ネ イコス)の 力 もて分裂 し。』とい う ぐあいで あ
る。す なわち,ア リス トテ レス的用語 をもってす れば,動 力的 な原理 が
『愛』 と 『争 い』 とい う形 を とって,こ こには じめ て明確 に導入 され る。
一 っは結合 の原理 であ り,他 は分離 の それ である。 これ らの 力に よ り四
元 が結合 ない し,完 全 に分散 す るこ とに よっていわゆ る諸 物 の生 滅 を,
さ らには,も の を構成す る四元の移動 か ら生 じるそれ らの構 成比 の変 移
か ら変化 を説明す るの であ る。...彼 の 四元 もイオニア 自然哲学 にお
け るあた たかい もの と冷 たい もの,か わい たもの と湿った もの に由来す
るのであ り,アナ クシマ ンドロスや アナ クシメネス を思いお こさせ る」15)
キー ツ も ミル トン も,か か る古代 ギ リシャの考 え方 を踏襲 してい るの です 。
こ うして理 解 に苦 しむサ ター ンは思慮深 い海神,オ ー シェイナ スに助 け
を求め ます 。
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